
 

 

 

 
 

2018年 10月30日 

各   位 

会 社 名 本 多 通 信 工 業 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 佐谷 紳一郎 

 （コード番号 6826 東証第一部） 

問合せ先 取 締 役 水野 修 

 （ T E L  0 3 - 6 8 5 3 - 5 8 0 0 ） 

特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 

本日開催の取締役会において、下記の通り、特別損失を計上することを決議しましたので、お知らせ

します。また、2018年 5月10日に公表しました2018年度（2018年 4月1日～2019年3月31日）の業

績予想を下記の通り修正しましたので、お知らせします。 

 

１．特別損失の計上 

 当社グループは、持続的成長に向けて、顧客近接、事業継続性（BCP）、製造力の強化および収益力の

向上を目的としたGlobal 製造再編を計画しています。本計画の実行により発生が見込まれる損失につい

て、事業構造改革費用として2億55百万円を特別損失に計上します。 

 

２．2018 年度の連結業績予想数値の修正 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親 会 社 に 帰 属 

する当期純利益 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 20,500 2,050 2,050 1,500 62.70 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 18,200 1,250 1,200 750 31.35 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △2,300 △800 △850 △750  

増  減  率（  ％  ） △11.2 △39.0 △41.5 △50.0  

( 参 考 ) 前 期 実 績 

〔 2 0 1 7 年 度 〕 
19,498 2,007 2,109 1,625 67.87 

◆ 修正の理由 

上期の主な悪化要因（通信分野での減販およびタイバーツ高に伴う個別取引レートの悪化）が解消

される一方で、下期は設備投資の減退によるFA 分野の減販と品種構成による車載の伸び悩みにより、

当初予想より低調な水準が続く見通しです。また、上記の特別損失を計上したことにより、前回発表予

想を下回る見通しとなりましたので、通期の連結業績予想を上記の通り修正します。 

 

以 上 


